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第２号（厚い）

概要版（薄い）



第２号は研究員の力作論文を満載している。巻
頭の理事長対談は「人間の安全保障入門」とし
てお勧め



特集タイトルは「複合危機」下の人間たち
（Our Common Agendaも参照）



「概要」版には「人間の安全保障とは何か」と
いう付録も付いている



「人間の安全保障はわかりにくい」とも言われ
るが、国連基金のハンドブックなどを参考に、
簡単な図をつくってみた



隣接する概念との対比や年表も



これから

レポートの定期刊行、そして、このあと高須大
使からご報告がある国連の力強い動きをふまえ
て、緒方研では次の三つの方向の活動を考えて
いる。

それぞれのキーワードは、

1. 科学

2. 物語

3. 指標



科学

• 複合危機：物理・生命・社会システムの危機が複
雑かつ動態的にからみあって、人類の生存を脅か
す

• 地球の危機：物理化学、人間との接点の工学

• 生命の危機：医学、農学、生態学

• 人間社会の危機：社会科学、人文学

• 危機が互いに原因となり結果となる。複雑な全体
を解明する知の営み

• 何が真実かを示す（自然と社会の）科学。何が善
いことかを示す人文学。

• 人間の安全保障の研究に自然科学の参加を促した
い





物語

•抽象的な価値の議論も大切だが、それだけでは
人々に意義が伝わらない

•「人間の安全保障を考慮することで、現場では
こんなことができる」という事例を集めて、
メッセージを伝えていく

•内輪で納得するだけでなく、懐疑論の側にいる
人たちも巻き込んで議論する素材が必要

•人びとを中心に、危機を乗り越え（危機に備
え）、連帯し、未来を切り開いた事例

•事務総長報告で豊かに紹介

• JICAの事例収集



レポートの論考を素材に議論するウェビナー・シリー
ズも開始



指標

• 5月8日にニューヨークで「サブナショナル指
標」をお披露目するシンポジウムを実施した
（UNHSU、UNDP、JICAが共催）

•尊厳、客観と主観、そして現場に下りていく

•アフリカでの人間の安全保障指標の作成も支援
したい（レポート２号花谷論文）

•人間の安全保障の考え方をふまえつつ、SDGs
のコア指標を整理する研究活動もある

•さらに、独自にJICAの人間の安全保障指標を考
案し、事業に役立てていく計画もある



人間の安全保障指標（NPO法人「人間の安全保
障」フォーラム）緒方研が英語版刊行



おわりに

• JICAは強力な二国間ドナーとして多国間主義に
貢献するとともに、多国間への目配りによって
活動を普遍化・強化したい

•その試金石としての人間の安全保障の取り組み

•組織内での知見の二十年の蓄積と、若手の力！

（国連事務総長報告をめぐる国連総会の議論を
新入職員にも紹介）
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